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①ホームページのアドレスを「若草ネット (wa

　ka-kusa.net）」から「志津南ネット (shizu

　373.net）」に変更したのに伴い「広報活動

　規則」を改正する。

②「志津南学区地域支え合い送迎支援活動実

　施要領」を平成 26 年 6 月 7 日から施行する。

③社会福祉協議会・地域支え合い送迎支援活

　動費と、青少年育成委員会・子ども 110 番

　の家活動費の追加申請について承認。

④まち協会則・会計処理要領・広報活動規則

　を全戸配付する。若草・岡本西ブロック地

　区別活動に関するものは若草・岡本西ブロッ

　クに、若草地区に関するものは若草地区に

　全戸配付する。各種団体の会則等を含めた

　ものは、各町内会の役員に配付して、改正

　があった場合は差し替えて引き継ぎしてい

　く。装丁はフラットファイル形式とし、追

　加綴じ込みや差し替えができるようにする。

　なお、町内会会則・自主防災会規則は各町

　内会で配付する。

⑤地域ふるさとづくり事業については、次回

　理事会で議論する。

（１） 第１３１号 志津南ＮＥＷＳ 平成２６年７月１５日

まち協だより

第 2回理事会（平成 26 年 6 月 7 日）

志津南ホームページ
http://shizu373.net

資
源
回
収

７
月
20
・
８
月
３
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

７
月
27
日
・
８
月
10
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西

７
月
26
日
・
８
月
９
日

　

か
が
や
き
の
丘

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
も
可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

　

志
津
南
学
区

ま
ち
協
理
事
会

は
６
月
７
日
、

「
志
津
南
学
区

ま
ち
づ
く
り
指

標
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ

く
り
指
標
は
地

域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
、
人

び
と
が
住
み
続

け
た
い
と
願
う

ま
ち
づ
く
り
の

姿
を
示
し
、
継

続
一
貫
し
た
取

住
み
や
す
い
町
へ
指
標
制
定

行
動
計
画
を
策
定
、
具
体
化
へ

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
も
の
で
、「
憩
い
と
安
ら

ぎ
が
あ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
・
安
全
・

安
心
・
交
流
の
あ
る
ま
ち
〈
故

郷
の
ま
ち
〉」
を
「
め
ざ
す
姿
」

と
し
て
、
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
指
標
に
基
づ
き
、

目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
具
体
的
行
動
計
画
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
を
策

定
、
継
続
し
た
活
動
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
次

の
６
つ
の
分
野
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
目
標
と
推
進
方
針
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

一
、
住
民
に
よ
る
地
域
自
治

▽
目
標　

住
民
参
画
、
住
民
主

体
の
自
立
し
た
自
治
の
ま
ち

▽
推
進
方
針
①
ま
ち
づ
く
り
の

プ
ラ
ン
を
示
し
、
方
向
の
ぶ
れ

な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
②
地
域
情
報
の
共
有
化

を
推
進
し
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
を
深
め
一
体
感
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
③
将
来
を
担
う
子
ど

も
か
ら
経
験
豊
富
な
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
人
々
が
協
働
す
る
地

域
力
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
④
各

種
団
体
の
協
力
連
携
に
よ
り
総

合
的
な
活
力
を
生
み
出
し
て
、

地
域
で
出
来
る
こ
と
は
地
域
住

民
で
行
う
、
自
立
し
た
地
域
づ

く
り

　

二
、
地
域
福
祉
と
健
康

▽
目
標　

住
民
同
士
が
助
け
合

い
、
健
康
で
い
き
い
き
と
楽
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
年
代
層
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

▽
推
進
方
針
①
「
お
た
が
い
さ

ま
」
の
精
神
で
ふ
れ
あ
い
と
安

ら
ぎ
が
あ
る
福
祉
の
ま
ち
、
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
②

住
民
が
支
え
あ
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
、
み
ん

な
が
集
え
る
憩
い
の
場
所
づ
く

り
③
日
常
の
手
助
け
支
援
要
請

な
ど
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
適
切

に
結
び
つ
く
よ
う
情
報
を
共
有

化
（
個
人
情
報
の
保
護
を
前
提

に
）
し
、
支
援
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く
り
④
身

近
な
場
所
で
、
年
齢
層
に
適
し

た
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

三
、
生
活
環
境

▽
目
標　

緑
に
囲
ま
れ
た
ゆ
と

り
あ
る
住
居
環
境
を
維
持
し
、

清
潔
で
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る

ま
ち

▽
推
進
方
針
①
安
心
し
て
楽
し

め
る
美
し
く
・
清
潔
な
公
園
環

境
の
維
持
②
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
弱
者
に
優
し
い
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
③
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
の
ゴ
ミ
拾
い
運
動
を
推

進
し
、
ぽ
い
捨
て
ゴ
ミ
の
な
い

清
潔
な
ま
ち
づ
く
り

　

四
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安

全
活
動

▽
目
標　

明
る
く
安
全
で
、
人

に
優
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち

▽
推
進
方
針
①
防
犯
活
動
を
推

進
し
、
不
審
者
の
い
な
い
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
②

門
灯
、
ポ
ー
チ
灯
の
点
灯
等
に

よ
り
、
夜
で
も
明
る
く
安
心
感

の
あ
る
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
③

防
災
・
避
難
訓
練
な
ど
自
主
防

災
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
④
災
害

時
避
難
支
援
活
動
に
必
要
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
整
備
し

て
支
援
を
望
ま
れ
る
方
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
⑤
交
通
安
全
の
積
極
的

な
展
開
で
子
ど
も
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り

　

五
、
教
育
・
文
化

▽
目
標　

子
ど
も
を
健
や
か
に

育
み
、
学
び
合
う
ま
ち

▽
推
進
方
針
①
地
域
の
歴
史
文

化
や
知
恵
の
継
承
を
推
進
し
、

活
動
を
通
し
て
年
代
を
超
え
た

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

②
地
域
住
民
に
よ
る
青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
め
非
行
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
③
自
主
教
室
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
楽
し
い
人
生

が
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

六
、
ふ
れ
あ
い
活
動

▽
目
標　

楽
し
い
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
故
郷
づ
く
り

▽
推
進
方
針
①
ふ
れ
あ
い
夏
祭

り
、
左
義
長
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
祭
り
な
ど
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
ふ
れ
あ
い
活
動
を
中
心

と
し
た
故
郷
づ
く
り



第１３１号（２）志津南ＮＥＷＳ平成２６年７月１５日

申請内容 件数

屋根。外壁の塗替え 19

ガレージの増設等 10

外壁の塗替え 6

屋根の葺き替え 6

テラス等の増築 6

家屋の建替え 1

土間のタイル補修 2

合計 50

まち協入門講座

ホ
タ
ル
、
光
っ
た
！

　志津南市民センターは６月 14 日、「まち協っ

てなに？～地域活動にすぐに役立つ～」と題し

た〝まち協入門講座〟を開催、まちづくりに関

心のある方や新しく役員になられた方たち 22 名

が参加しました＝写真。

　まず志津南市民センター木村所長が草津市に

おける「まちづくり協議会」に関し、この７月

から施行される「草津市協働のまちづくり条例」

について、その趣旨や

概要、まちづくり協議

会として認定される要

件などについて説明し

ました。

　続いて、「志津南学

区まちづくり協議会と

は？」のテーマで、当まちづくり協議会会長 中

原勝一さんが、昭和 59 年の若草町内会発足に始

まり、追分鴨田、コージーガーデン、かがやき

の丘が加入された現在に至るまでの経緯と、現

在の志津南学区まちづくり協議会の組織と活動

について話しました。

　参加者からは、この４月より、地区まちづく

り協議会から学区まちづくり協議会へと移行し

たことで活動のやり方についての工夫など、活

発な意見交換が行われました。

　

若
草
３
、
４
、
５
丁
目
町
内
会

合
同
の
自
主
防
災
訓
練
が
６
月

22
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
約
２

　

志
津
南
学
区
地
域
協
働
合
校

推
進
委
員
会
は
６
月
７
日
、「
ホ

タ
ル
に
会
い
に
行
こ
う
」
を
開

催
、
地
域
の
小
学
生
70
名
と
そ

の
保
護
者
ら
約
１
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
午
後
７
時
に
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
最

初
に
「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
一
生
」

を
見
て
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生

態
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

次
に
若
草
一
丁
目
の
秋
山
久
代

　若草地区町並み保全委員会に

平成 25 年度中に届出された工事

件数は次のとおりです。最も多

いのは屋根、外壁の塗装、続い

てガレージの増設でした。

３
町
内
会
が
初
の
防
災
訓
練

放
水
や
救
出
器
具
の
取
り
扱
い
も

25
年
度
町
並
み
保
全
委
届
出
は
50
件

時
間
、
若
草
中
央
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
湖
南
南
消
防
署
指

導
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
訓
練

メ
ニ
ュ
ー
は
４
種
類
、

参
加
者
は
62
名
で
し
た
。

　

最
初
は
消
火
器
取
扱

訓
練
。「
火
事
だ
」
と
叫

び
火
元
に
近
づ
き
ピ
ン

を
抜
く
。
燃
え
て
い
る

火
元
の
下
方
向
に
ホ
ー

ス
を
向
け
レ
バ
ー
を
強

く
握
り
な
が
ら
下
か
ら

上
へ
左
右
に
振
り
な
が

ら
噴
射
さ
せ
て
消
火
す

る
。　

　

誰
も
が
一
度
は
体
験

　
　
　

し
て
い
る
筈
で
す
が

や
っ
て
み
る
と
戸
惑
う
方
も
見

ら
れ
る
も
の
の
改
め
て
全
員
で

手
順
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

次
は
消
火
栓
取
扱
訓
練
。
20

ｍ
の
ホ
ー
ス
を
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

要
領
で
転
が
し
ホ
ー
ス
を
伸
ば

す
手
順
、
伸
ば
し
た
ホ
ー
ス
を

要
領
よ
く
丸
め
る
手
順
を
習
得

し
ま
す
（
ど
ち
ら
も
２
名
は
必

要
）。
ホ
ー
ス
を
伸
ば
す
の
は
簡

単
で
も
丁
寧
に
収
納
す
る
の
は

根
気
の
い
る
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
ホ
ー
ス
収
納
庫
に

入
っ
て
い
る
工
具
と
接
続
の
手

順
説
明
が
あ
っ
た
後
、
３
本
の

ホ
ー
ス
を
実
際
に
つ
な
ぎ
仮
設

の
消
火
栓
を
使
っ
て
の
放
水
体

験
で
す
。

　

注
意
す
る
の
は
消
火
栓
の
バ

ル
ブ
を
徐
々
に
開
い
て
い
く
こ

と
。「
放
水
始
め
」「
放
水
」
と

伝
令
役
が
放
水
筒
を
保
持
す
る

二
人
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

実
際
に
放
水
筒
を
二
人
で
保

持
し
な
が
ら
細
く
・
太
く
、
高
く
・

低
く
水
流
を
調
整
す
る
時
の
圧

力
は
初
心
者
で
も
扱
え
る
も
の

で
し
た
。

　

続
い
て
各
町
内
に
配
置
さ
れ

て
い
る
救
出
器
具
取
扱
訓
練
。

災
害
時
に
使
え
る
各
種
救
助
工

具
の
取
り
扱
い
方
法
と
応
用
策

の
事
例
紹
介
が
あ
り
、
万
一
の

時
に
役
立
つ
工
具
の
存
在
を

知
っ
て
心
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
救
出
方
法
の
事
例
紹

介
で
す
。
町
内
に
は
災
害
時
要

援
護
者
等
の
方
が
お
住
ま
い
で

す
。
効
率
よ
く
救
出
す
る
の
に

竹
棒
二
本
と
毛
布
な
ど
を
利
用

し
即
席
担
架
を
作
る
、
ど
こ
に

も
あ
る
椅
子
に
乗
せ
背
と
足
を

持
っ
て
運
ぶ
な
ど
の
実
践
的
方

法
の
紹
介
で
し
た
。

　

火
災
発
生
時
に
自
宅
に
あ
る

消
火
器
で
消
す
自
助
努
力
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
近
所
に
お

住
ま
い
の
方
は
消
防
署
に
連
絡

す
る
の
は
無
論
、
消
火
器
を
持

ち
寄
り
大
勢
で
消
火
に
あ
た
る
。

で
き
れ
ば
消
防
ホ
ー
ス
を
つ
な

ぎ
消
火
栓
を
開
い
て
放
水
に
よ

り
消
火
に
あ
た
る
（
最
低
４
～

５
名
が
必
要
）
な
ど
の
共
助
活

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ん
に
「
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
」

と
い
う
物
語
を
お
話
し
し
て
頂

き
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
日
も
落
ち
た
７
時

45
分
頃
、
ホ
タ
ル
観
察
の
た
め

に
伯
母
川
沿
い
に
移
動
し
ま
し

た
。
草
む
ら
の
中
で
光
る
ホ
タ

ル
を
見
つ
け
て
は
「
み
え
た
！
」

「
光
っ
た
！
」
な
ど
と
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
＝
写
真
。
ま
た
、
大
人
た
ち

か
ら
も
「
こ
の
地
域
に
も
ホ
タ

ル
が
住
む
よ
う
な
自
然
が
残
っ

て
い
る
の
で
す
ね
」
な
ど
感
慨

深
げ
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
伯
母
川
で
見
ら
れ

た
の
は
十
数
匹
と
、
残
念
な
が

ら
乱
舞
す
る
姿
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
直
前
ま
で
降
っ

て
い
た
小
雨
も
止
み
、
半
月
の

優
し
い
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ

な
が
ら
約
一
時
間
ほ
ど
の
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
協
働
合
校
推
進
委
員
会

で
は
一
緒
に
活
動
し
て
下
さ
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
児
童
の
育
成
活
動
に
興
味
が
あ

　

そ
の
為
に
も
防
災
訓
練
の
内

容
は
一
見
簡
単
に
思
え
ま
す
が

基
本
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
で

習
熟
し
ス
ム
ー
ズ
に
実
践
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今

後
と
も
多
く
の
方
が
毎
回
参
加

さ
れ
る
風
潮
に
な
る
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。

２
人
が
か
り
で
放
水
す
る

　

今
年
度
「
愛
の
声
か
け
パ
ト

ロ
ー
ル
」
は
８
月
～
12
月
の
土

曜
日
の
夕
方
に
、
若
草
一
丁
目

～
八
丁
目
、
岡
本
町
西
、
か
が

や
き
の
丘
、
コ
ー
ジ
ー
ガ
ー
デ

ン
、
追
分
鴨
田
の
各
町
内
会
の

役
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
各
地
区
の
公
園
、
商
業
施

設
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
ま

た
併
行
し
て
、
青
少
年
育
成
委

員
会
に
よ
る
志
津
南
学
区
全
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

声
か
け
パ
ト
開
始

る
」「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
み
を
見
つ
け
た
い
」
と
思
わ

れ
る
方
は
、
志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
当
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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か
が
や
き
通
り

　ひと昔もふた昔も前、若草交差点から名神の陸橋、追分橋を越えると、

外灯の明かりさえもうまばら。真っ暗といっていいほどだった。そのう

ち、ぽつりポツリとお店が出始めた。やがてまたたくまにその数は増え、

それにつれ当然のことながら周りは明るさを増した。全国あるいは広域

展開の飲食店が多いが、古くからがんばっている“老舗”もある。こう

して夜景を眺めると、なかなかに幻想的。といえば少しオーバーかな。

名
神
高
速
道
路

第
２
回
や
す
ら
ぎ
講
座

若
さ
あ
ふ
れ
る
「
な
ご
み
会
」

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
や

す
ら
ぎ
学
級
第
２
回
講
座
が
６

月
25
日
、同
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

で
開
催
さ
れ
、
学
級
生
28
人
が

参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
川
柳
を
楽
し
も
う
！
」
と
題

し
、
昨
年
同
様
、
よ
み
う
り
文

芸
選
者
の
笠
川
嘉
一
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

学
級
生
が
事
前
に
川
柳
を
書

　

第
17
回
草
津
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
６
月

８
日
、
野
村
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、
デ
ィ
ス
コ
ン
の
部
に
若
草

一
味
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
志

津
南
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

当
日
は
快
晴
の
真
夏
日
で
蒸

し
風
呂
の
よ
う
な
体
育
館
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
形
式
は
１
チ
ー
ム
６
名

の
15
チ
ー
ム
が
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

　

私
た
ち
は
、
か
が
や
き
の
丘

町
内
会
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
な

ご
み
会
」
で
す
。

　

５
月
に
は
若
草
・
若
寿
会
の

み
な
さ
ん
に
日
帰
り
バ
ス
旅
行

に
お
誘
い
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
私
た
ち
の
町
内
会
の

概
要
と
、
な
ご
み
会
の
活
動
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

町
内
会
設
立
か
ら
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
規
模
は
現
在

３
２
０
戸
、
若
草
・
岡
本
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
３
分
の
１
程
度
で
す
。

活
気
に
満
ち
た
若
い
世
帯
と
元

気
な
高
齢
者
が
同
居
さ
れ
る
家

庭
が
大
半
で
、
子
ど
も
さ
ん
も

複
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
を
多
く

見
受
け
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た

ち
な
ご
み
会
が
昨
年
１
月
に
20

名
で
発
足
し
、
現
在
一
年
半
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
齢
層
は
70
歳
前
半
が
65
％

で
達
者
な
方
た
ち
に
押
さ
れ
気

味
で
す
。

　

活
動
の
内
容
は
歌
声
喫
茶
を

中
心
に
、
趣
味
の
学
習
と
し
て

手
芸
と
水
彩
画
、
加
え
て
木
彫

り
と
紙
細
工
が
増
え
多
彩
な
中

で
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

明
る
く
、
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
和
気
あ
い
あ
い
、
飲
み
物
も

全
員
コ
ー
ヒ
ー
党
で
高
齢
の

い
た
短
冊
を
笠
川
講
師
に
選
考

し
て
い
た
だ
き
、
全
95
句
の
中

か
ら
、
天
１
句
、
地
２
句
、
人

３
句
、
佳
作
24
句
を
発
表
、
講

評
を
受
け
ま
し
た
。

　

質

問

タ

イ

ム

で

は

拗

音

(

ち
ゃ
、
ち
ゅ
、
ち
ょ
等)

や
長

音(

ー
、
伸
ば
す
記
号)

の
音

の
数
え
方
や
、
四
字
熟
語
や
諺

に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が
飛
び

出
し
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
笠
川

先
生
も
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
話
で
は
「
良
い
川
柳
を
作
る

コ
ツ
は
自
分
の
言
葉
と
平
易
な

言
葉
を
選
ぶ
こ
と
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

講
座
の
後
に
は
、
ス
ポ
レ
ク

サ
ー
ク
ル
と
川
柳
サ
ー
ク
ル
で

短
冊
を
七
夕
の
笹
に
飾
り
付
け

ま
し
た
。

　

天
地
人
の
句
は
次
の
通
り

【
天
】

　

美
し
き　

ド
ラ
マ
も
な
く
て

老
い
迎
え

【
地
】

　

小
走
り
に　

夜
道
を
急
ぐ　

ま
だ
女

　

い
つ
ま
で
も　

往
か
ぬ
娘
の

雛
あ
ら
れ

【
人
】

　

狭
き
門　

通
っ
て
見
え
た　

青
い
空

　

春
一
番　

猫
に
負
け
な
い　

恋
し
た
い

　

ぜ
ん
ざ
い
を　

炊
い
て
人
待

つ　

顔
に
な
り

デ
ィ
ス
コ
ン
で
準
優
勝

分
か
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の

３
チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ
を
行

い
１
～
３
位
を
決
定
し
ま
す
。

　

志
津
南
Ａ
チ
ー
ム
は
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
で
決
勝
リ
ー
グ
に

進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
リ
ー
グ
は
前
評
判
の
高

か
っ
た
野
村
チ
ー
ム
が
早
々
に

優
勝
を
決
め
、
志
津
南
Ａ
チ
ー

ム
と
渋
川
Ｂ
チ
ー
ム
の
準
優
勝

争
い
と
な
り
ま
し
た
。
両
チ
ー

ム
と
も
互
い
に
譲
ら
ず
白
熱
し

た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
時

間
切
れ
引
き
分
け
と
な
り
両

チ
ー
ム
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

志
津
南
Ｂ
チ
ー
ム
は
勝
ち
あ
が

り
ま
し
た
が
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
決

勝
で
野
村
チ
ー
ム
に
敗
れ
、
予

選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
位
に
終
わ

り
ま
し
た
。

　

志
津
南
Ａ
チ
ー
ム
・
Ｂ
チ
ー

ム
出
場
の
14
名
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
打
倒
野
村
チ
ー

ム
を
目
指
し
て
、
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
一
味

ク
ラ
ブ　

田
中
優
）

レ
ッ
テ
ル
が
剥
が
れ
る
若
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
な
ご
み
会　

山
添
）

育児サークルとクリスマスコラボ
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遊
ぼ
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こよみ

□ 7 月 19 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：15　若草中央公園

□ 7 月 22 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 7 月 26 日（土）

　☆第 17 回ふれあい夏まつり

　　17：00 ～ 21：00

　　若草中央公園一帯

　☆社会奉仕

　　8：45　若草中央公園集合

□ 8 月 1 日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00 ボランティア「泉」

□ 8 月 2 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：15　若草中央公園

□ 8 月 2 日（土）～ 3日（日）

　★南っ子宿泊体験

　　12：30 ～翌 13：00

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所（五丁目）

★印の場所は志津南市民センター（公民

館）です

　

神
社
の
参
拝
を
終
え
、
そ
の

帰
り
道
で
下
校
の
子
ど
も
達
に

出
会
っ
た
。
横
断
歩
道
で
立
ち

止
ま
っ
て
い
る
と
、
ひ
と
り
の

男
の
子
が
近
づ
い
て
来
て
「
こ

れ
あ
げ
る
。
笹
舟
て
い
う
ね
ん
。

水
に
浮
か
ぶ
よ
。
先
生
に
な
ら
っ

た
ん
。」
と
言
っ
て
私
の
手
に
乗

せ
る
や
否
や
横
断
歩
道
を
渡
っ

て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

上
手
と
は
云
え
な
い
が
、
そ

れ
な
り
に
笹
舟
の
恰
好
に
な
っ

て
い
る
。
追
い
掛
け
る
よ
う
に

私
は
声
を
掛
け
た
。「
あ
り
が
と

う
。
僕
何
年
生
？
」「
い
ち
ね
ん
」

と
遠
く
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。

　

手
の
笹
舟
を
見
な
が
ら
、
こ

の
子
等
と
同
年
代
の
自
分
の
遊

び
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
い

　
　

志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

夏
休
み
期
間
中
の
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
志

津
南
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い
事
業
と

　

志
津
南
学
区
地
域
協
働
合

校

は
「

南

っ

子

宿

泊

体

験

２
０
１
４
」
の
参
加
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
テ
ー
マ　

「
キ
ャ
ン
ド
ル
＆
竹

と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
！
」

▽
日
時　

８
月
２
日
（
土
）
12

時
半
～
８
月
３
日
（
日
）
13
時

▽
対
象　

志
津
南
小
学
校
区
在

住
の
小
学
４
～
６
年
生
（
30
人
）

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン

９
月
に
人
権
研
修
会

受
講
生
募
集

宿
泊
体
験
募
集

22
日
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操

た
。
私
の
小
学
一
年
生
と
い
え

ば
、
昭
和
二
十
四
年
で
あ
る
。

そ
の
頃
は
今
と
全
く
違
っ
て
、

日
本
全
国
草
深
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
っ
た
。
敗
戦
後

で
何
も
な
い
時
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
子
ど
も
達
は
遊
び
の

天
才
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
自
然

を
相
手
に
色
々
遊
び
を
見
出
し

た
。
野
草
ひ
と
つ
を
例
に
と
っ

て
も
、
数
々
の
遊
び
が
浮
か
ん

で
来
る
。　

　

手
の
上
の

笹
舟
も
田
ん

ぼ
に
曳
き
入
れ
る
用
水
に
浮
か

べ
て
遊
ん
だ
。
花
が
終
わ
っ
た

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
飛
ば
し
。

　

タ
ン
ポ
ポ
の
茎
を
筒
状
に
し

て
、
両
端
に
切
り
目
を
入
れ
る

と
、
表
皮
が
巻
き
上
る
。
こ
れ

に
木
の
枝
を
軸
に
し
て
流
れ
に

入
れ
て
や
る
と
タ
ン
ポ
ポ
水
車
。

　

タ
ン
ポ
ポ
の
茎
の
一
端
を
つ

ぶ
し
平
に
し
、
そ
の
部
分
を
く

わ
え
て
吹
く
と
タ
ン
ポ
ポ
笛
。

　

イ
タ
ド
リ
は
食
べ
た
り
も
し

た
が
、
茎
の
部
分
を
筒
状
に
し
、

茎
の
片
方
を
斜
に
切
り
、
切
り

口
の
部
分
を
少
し
割
り
、
葉
を

は
さ
め
ば
イ
タ
ド
リ
の
笛
。

　

オ
オ
バ
コ
の
花
茎
を
互
に

引
っ
掛
け
て
、
ど
ち
ら
が
切
れ

ず
に
残
る
か
草
相
撲
。

　

カ
ラ
ス
の
エ
ン
ド
ウ
も
種
を

取
り
出
し
頭
の
方
か
ら
三
分
の

一
程
切
り
捨
て
尻
の
方
か
ら
吹

く
。
草
笛
の
出
来
上
が
り
。

　

シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
は
女
の
子
等

が
束
ね
て
花

冠
や
花
輪
や

ネ
ッ
ク
レ
ス

を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

シ
ャ
ミ
セ
ン
グ
サ
を
耳
元
で

振
っ
て
や
さ
し
い
音
を
楽
し
ん

だ
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
こ
に
書
き
き
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
遊
び
が

あ
り
ま
す
。
最
近
特
に
子
供
達

は
自
然
に
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
子
供
達
と
自
然
と
の

触
れ
合
い
を
大
事
に
し
、
教
育

お
よ
び
子
育
て
を
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。　
　
　

（
Ｔ
・
Ｉ
）

　

人
権
教
育
推
進
委
員
会
は
現

地
見
学
に
よ
る
人
権
研
修
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
６
日
（
土
）

し
て
「
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ

パ
ソ
コ
ン
講
座
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

31
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▽
会
場　

同
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

志
津
南
学
区
在
住
の

60
歳
以
上
の
方
優
先

▽
内
容　

地
域
行
事
の
回
覧
文

書
や
清
掃
当
番
表
の
作
成
。

▽
定
員　

先
着
順　

10
人　

▽
参
加
費　

９
０
０
円　

パ
ソ

コ
ン
は
市
民
セ
ン
タ
ー
で
準
備

し
ま
す
。

▽
申
し
込
み　

８
月
１
日
（
金
）

～
８
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時

ま
で
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
電
話
受
付
不
可
）

▽
問
い
合
わ
せ　

同
市
民
セ
ン

タ
ー
＝
電
話
（
５
６
３
）
６
２

０
６

所
定
の
場
所
、
時
間
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
７
月
22
日
か
ら
８
月
11
日
ま

で
（
午
前
７
時
30
分
か
ら
）

▽
８
月
17
日
か
ら
８
月
23
日
ま

で
（
午
前
７
時
30
分
か
ら
）

た
だ
し
、
土
日
は
お
休
み
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

劇
で
虫
歯
予
防

　

志
津
南
学
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
６
月
11
日
、
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
エ
プ
ロ
ン

劇
を
開
催
、
虫
歯
予
防
を
訴
え

ま
し
た
＝
写
真
。

　

志
津
南
学
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
協
賛
で
「
お

や
こ
っ
こ
」
、
「
ひ
よ
こ
っ
こ
」、

「
き
ら
り
ん
」
の
親
子
40
名
（
未

就
園
児
22
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

６
月
は
「
虫
歯
の
予
防
月
間
」。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
「
は
み
が
き

が
で
き
る
か
な
、
４
つ
の
お
や

く
そ
く
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
は
み
が
き

を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
大
き
な
口
の
ワ

ニ
さ
ん
が
は
ぶ
ら
し
を
使
っ
て

歯
み
が
き
す
る
様
子
を
見
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

「
四
つ
の
お
や
く
そ
く
」
で
は

①
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
お
茶
を
飲
み

ま
す
②
好
き
き
ら
い
せ
ず
な
ん

で
も
食
べ
ま
す
③
寝
る
前
お
や

つ
を
食
べ
ま
せ
ん
④
食
べ
た
ら

歯
を
み
が
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
お
話
し
て
、

子
ど
も
た
ち
へ
「
は
ぶ
ら
し
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

タ
ー　

▽
参
加
費　

６
０
０
円

▽
事
前
説
明
会
（
参
加
者
と
保

護
者
）
７
月
28
日
19
時
か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
で

▽
申
し
込
み　

７
月
５
日
９
時

～
19
日
17
時
ま
で
。
先
着
順
。

　

詳
細
は
、
志
津
南
小
学
校
を

通
し
て
配
付
す
る
案
内
、
ま
た

は
町
内
会
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

▽
集
合　

志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
８
時
50
分

▽
会
場　

京
都
市
ツ
ラ
ッ
テ
ィ

千
本
と
大
徳
寺

▽
対
象　

志
津
南
学
区
住
民
の

方▽
内
容　

京
都
市
人
権
資
料
展

示
施
設
の
ツ
ラ
ッ
テ
ィ
千
本
で

施
設
の
見
学
を
行
い
、
人
権
問

題
に
関
す
る
見
識
を
深
め
ま
す
。

▽
定
員　

50
人

▽
締
め
切
り　

８
月
９
日
（
土
） 

▽
参
加
費　

無
料
。
昼
食
代
は

各
自
で
負
担

▽
問
い
合
わ
せ　

志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー

電
話
（
５
６
３
）
６
２
０
６

　

多
数
ご
参
加
下
さ
い
。


